
到達目標
②

国土開発にかかわる歴
史的な事業の意義を説
明でき、環境問題の観点
から現代的な評価ができ
る。

全国的な規模の国土開
発の事業を理解し、環境
問題と関連させて説明で
きる。

国土開発にかかわった
人々の努力の跡を理解
し、現代におけるその意
義を説明できる。

国土開発の事業とその
意義を把握できない。

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

汎用的技能
【　　】

総合評価割合 40 40 20

学習・教育到達目標 Ｆ③④ JABEE基準１（２） (a)

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

到達目標
③

さまざまな領域で学問研
究に尽くした学者や科学
者の業績を理解し、その
的確な評価ができる。

学問研究の内容とその
歴史的意義を適切に説
明できる。

学問研究の要点を把握
し、その意義を説明でき
る。

学問の内容と意義を理
解できない。

到達目標
④

社会の発展に貢献した
人々の思想的・宗教的な
背景を含めた考察がで
き、その意義を的確に説
明できる。

背景となる思想や宗教に
ついても、その内容を踏
まえたうえで、適切に説
明できる。

背景的な基礎の歴史的
意義の票点を説明でき
る。

背景となっているものに
ついての意義の基本的
な理解ができない。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

取り上げた歴史上のテー
マの文化的特徴を歴史
的・地理的・比較文明的
視点から的確に説明で
き、日本の歴史に対する
視角の基礎を養う。

テーマに取り上げた文化
的特徴を多様な視点か
ら適切に説明でき、歴史
的視点を持つことができ
る。

テーマの問題点の要点
を把握し、歴史的な見方
を身に着けることができ
る。

テーマで論じられている
問題点を十分理解でき
ず、歴史的視点を持てな
い。

前期 45 時間

担　当　教　員 【非常勤】　講師　高橋　正和　　　　（【副担当】　講師　濵本　千恵子　）

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

日本の歴史からテーマを絞って、それらを社会学的・比較文明的視点から再構成し、日本を全体として
見直す契機とする。明治近代化は、戦国期から江戸にかけての長い準備期間と成熟期を経て初めて成
し遂げられたものである。このような連続性に注目しつつ、日本の歴史的発展を基軸にして、日本の歴
史的展開をテーマごとに辿ってみる。これを通じて、生活文化、民族・宗教などの文化事象について、文
化の多様性を地理的・歴史的観点を交えて明らかにする。

第5学年
制御情報工学科
経営情報学科

学修 1 単位 必修 講義

科目名 社会科学Ⅱ（Social ScienceⅡ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



補助教材等 適宜、プリントを配布し、講義の参考となる文献を例示する。

学　習　上　の　留　意　点

板書が多くなるが、要点を後から読み返してわかるように、工夫してノートを取るよう心掛けてもらいたい。本を読むことを、恐
れず嫌がらず、呼吸するのと同じように自然にやってもらいたい。その出会いが、どれだけ大きな宝物になるか、想像を超え
る力になると思う。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

先入見や常識を破壊し、新しい知見を得ることが学問の喜びである。本講義では発見し、学び知る「知の楽しさ」を身につけ
ることを目ざしたい。プリントを読み、図書を読み、探究心をふるい起こしてもらいたい。それはこれからの人生を豊かにしてく
れると信じるからだ。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 日本史、世界史、法学

教科書 使用しない



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

総　学　習　時　間　数 45 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

江戸時代と日本人 名著「逝きし世の面影」を基にして、来日した外国
人の目を通した日本の姿を理解し、その観察を評
価できる。

配布プリント、ノートを参考
に小レポートを作成し次回
提出する。

公害と日本人 足尾・日立・別子の各銅山開発と公害と戦った歴史
を振り返り、どのように対応してきたかを明らかに
し、環境問題に提言できる。

配布プリント、ノートを参考
に小レポートを作成し次回
提出する。

資本主義と日本人（２） 日本資本主義の父である渋沢栄一の業績を説明
できる。

配布プリント、ノートを参考
に小レポートを作成し次回
提出する。

資本主義と日本人（３） マネジメント論のＰ．ドラッカーの思想を取り上げ、
日本的経営思想と比較検討できる。

配布プリント、ノートを参考
に小レポートを作成し次回
提出する。

中間試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

科学と日本人 北里柴三郎や高峰譲吉はじめ、日本は戦前から優
れた科学者を輩出している。その業績を理解し説
明できる。

前期末試験

試験の解説と解答 間違った箇所をなおす。講義全体のまとめを行う。

試験の解説と解答　資本主義と日本人
（１）

心学思想と大阪町人の活躍を資本主義経済の発
達に欠かせない基礎として考察できる。

配布プリント、ノートを参考
に小レポートを作成し次回
提出する。

和算と日本人 代数学を確立した関孝和をはじめ、江戸期に日本
の和算はヨーロッパに劣らないほどの発達を見せ
た。それに貢献した人々の業績を理解し説明でき
る。

配布プリント、ノートを参考
に小レポートを作成し次回
提出する。

老舗と日本人 日本には長寿企業がとびぬけて多い。その秘密と
それを支える企業文化の背景を説明できる。

森と日本人 日本は森林大国であるが、現状は問題点も多い。
外国と比べ、日本の特徴がどこにあるか、抱える問
題は何かを説明できる。

配布プリント、ノートを参考
に小レポートを作成し次回
提出する。

神仏習合と日本人 日本の環境思想といってよい仏教と神道の融合の
本質を理解し、それが日本文化全体に与えた影響
を説明できる。

配布プリント、ノートを参考
に小レポートを作成し次回
提出する。

米と日本人 石高制に象徴される米偏重の歴史と、米が日本の
文化、生活に与えた影響を説明できる。

配布プリント、ノートを参考
に小レポートを作成し次回
提出する。

国土と日本人 過去に、２度にわたる国土大開発が行われた。そ
の実際の姿を再現し、その意義を理解し、環境保
護の観点からも説明できる。

配布プリント、ノートを参考
に小レポートを作成し次回
提出する。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

道と日本人 現代の高速道路網に匹敵する、総延長６，３００㎞
に及ぶ古代の全国規模の官道整備の実態と、律
令政府の行政を理解し、古代日本の姿を理解し説
明できる。

配布プリント、ノートを参考
に小レポートを作成し次回
提出する。


